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還暦を迎えた日本の気象レーダーの歴史全体を振り返る企画として，2015年の

気象学会春季大会で専門分科会「気象レーダー60年の歩みと将来展望」を開催し

た．終了後，折角の講演資料が散逸することは残念であるということから，より

多くの方々に声をかけて気象研究ノートとして文字に残すこととした．でき上

がってみると，各時代の社会の要請や科学的興味に応えて，レーダーメーカー，

行政，大学，研究機関がそれぞれの立場で切磋琢磨しながら気象レーダーを開発

し利用してきたことがひしひしと伝わる，読み応えのある内容となった．本研究

ノートの原稿を依頼するにあたって，各著者には統一的な書きぶりをお願いする

ことはしなかった．このため，本研究ノートの内容は，時間の流れに沿ったも

の，人物中心のもの，トピックス中心のものなど節ごとに内容が異なっており，

気象レーダーばかりではなく「レーダー気象学」の歴史をたどる読み物としても

興味深いものとなった．現在及びこれから気象レーダーに関与する若い人達には，今後の日本の気象レー

ダーの発展の行方を見据えるため，過去の気象研究ノート第90号（1967），第112号（1972），第139号

（1980），第200号（2001）とともにこの研究ノートを参考にしていただくことを希望する．
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